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本
年
度
も
、
年
末
年
始
労
働
災
害
防
止

強
調
期
間
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

働
く
人
た
ち
が
年
末
年
始
を
無
事
故
で

過
ご
し
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
と
い
う
趣
旨
で
、
昭
和

四
十
六
年
か
ら
厚
生
労
働
省
の
後
援
の
も

と
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
主
唱
す
る

運
動
で
、
本
年
で
五
十
二
回
目
を
迎
え
ま

す
。年

末
は
各
現
場
で
区
切
り
を
設
け
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
安
全
最
優
先
の
考
え
方

が
疎
か
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
あ

わ
た
だ
し
い
時
期
に
こ
そ
、
作
業
前
点
検

の
実
施
、
安
全
な
作
業
方
法
の
確
認
な
ど

を
着
実
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
お
い
て
も
、
第
八
波
の
到
来
や
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

各
現
場
に
お

い
て
は
引
き

続
き
感
染
症

対
策
を
実
施

し
て
下
さ
い
。
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十
二
月
十
五
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
年
末
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

目
的 県

民
一
人
ひ
と
り
が
、
安
全

を
第
一
に
考
え
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
防
止
を
図
る
。

 

ス
ロ
ー
ガ
ン 

安
全
を  

つ
な
げ
て
広
げ
て

�

事
故
ゼ
ロ
へ

 

運
動
の
重
点 

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事

故
防
止

③
飲
酒
運
転
等
危
険
運
転
の
根
絶

④
各
市
町
交
通
安
全
対
策
協
議

会
等
が
決
定
す
る
事
項

年
末
の

交
通
安
全
県
民
運
動
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健康
ワンポイントアドバイス 

「酒は百薬の長」ということわざをご存知ですか？お
酒は適正量であれば、どんな良薬にも勝る、という意
味です。とはいえ、飲み過ぎは禁物。お酒をおいしく
楽しむための上手な付き合い方をご紹介します。

お酒の上手な
付き合い方

十
一
月
に
岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町

に
あ
る
新
丸
山
ダ
ム
に
視
察
研
修
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

新
丸
山
ダ
ム
は
既
存
の
丸
山
ダ
ム
の

下
流
47
・
5
ｍ
の
位
置
に
20
・
2
ｍ
嵩

上
げ
を
し
て
機
能
ア
ッ
プ
を
図
る
再
開

発
事
業
と
の
こ
と
で

し
た
。

令
和
三
年
か
ら
本

体
工
事
に
着
工
し
始

め
、
今
回
の
視
察
で

は
所
長
よ
り
事
業
概

要
、
工
事
状
況
の
説

明
を
頂
き
、
丸
山
ダ

ム
左
岸
の
転
流
工
呑

口
部
ｍ
掘
削
部
と
付

替
え
道
路
の
橋
の
工

事
状
況
を
見
学
し
ま

し
た
。
今
回
の
視
察

で
一
番
は
建
設
業
で

も
Ｄ
Ｘ
と
い
う
言
葉

を
多
く
聞
く
こ
と
が

増
え
ま
し
た
が
、
最

先
端
の
Ｄ
Ｘ
の
活
用

を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｉ

Ｍ
（C

onstruction Inform
ation 

M
odeling

）
で
統
合
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を

構
築
し
、
さ
ら
に
は
Ａ
Ｒ
や
遠
隔
臨
場

等
駆
使
し
現
場
管
理
を
進
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
、
最
先
端
の
現
場
見
学
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
5
Ｇ
基
地
局
を

開
設
し
、
無
人
で
の
掘
削
や
ト
ラ
ッ
ク

で
の
土
砂
運
搬
等
も
計
画
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

当
社
で
も
少
し
づ
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
丸
山
ダ
ム
視
察

国土交通省中部地方整備局新丸山ダム工事事務所HPより参照

【【機機密密性性２２】】
新丸山ダム建設事業におけるDXの活用

【DX（デジタル・トランスフォーメーション）とは？】

進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をより良いものへと変革すること

新丸山ダムではデータとデジタル技術を活用し、働き方を変革し、安全・安心で豊かな生活を実現する

【新丸山ダム事業の位置付け】

現場でのデジタル技術活用の実施！！

中部地方整備局

DXソーシャルラボ

交交流流フフィィーールルドド

中部技術事務所
新丸山ダムとの情報共有

リリアアルルフフィィーールルドド

AR、ウェアラブルカメラでの現地確認

無人化・自動化機械

中部技術事務所

ババーーチチャャルルフフィィーールルドド

人材育成センター

バーチャル新丸山ダム

研修エリア

【具体的活用方法】

・CIMモデルの活用

CIMモデルでダム展望イメージを作成し、
展望箇所を検討

・AR（拡張現実）の活用

ARを用いて、設計と現地の比較や
現場説明時の活用

・遠隔臨場

ゴーグルに付帯する
カメラ映像をリアルタイム
に事務所で確認

WEB会議システムと移動式ネット
ワークカメラを用いて、工事現場を確認

・統合CIMモデル構築

土木や機械に関するCIMモデルを作成し、
組み合わせることによる工事間の設計確認

放流管モデル 監査路モデル

もう少し右側の画像を下さい。

分かりました。

監査路モデルと
放流管モデルを
組合わせる事に
より干渉を発見

新丸山ダム工事事務所
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「どうもありがとう」
冬至が近いせいか日没が早くなっています。夏の日

没と違い、少し気を許した間に沈んでしまいます。気
が付けば行き交う車もヘッドライトを点けはじめていま
す。子供の頃から師走の夕暮れは、なぜか切なくなり
ます。暗くなって外で遊ぶことができないからか。ある
いは迫りくる暗闇が怖かったのか。それとも歳の終わり
の師走という響きからか。いずれにしても師走の夕暮
れは切なさを感じるものです。そんなこと思っているう
ちに車は目的地に近づきました。まだ夕方の 5 時前だ
というのに辺りはすっかり暗くなっています。対向車等
も無いことから、ヘッドライトがハイビームに変わると、
およそ 30m 先の横断歩道を渡ろうとしている学校帰り
の中学生が見えます。ヘッドライトを減光し、歩道の
前で停止しました。3人の中学生たちが「どうもありが
とうございました」と頭を下げて渡っていきます。ちょっ
とした挨拶が気持ち良いものです。先日も所用でバス
に乗ったときに、5～6人の中学生が途中のバス停で降
りる際、運転手さんに学帽を取り「どうもありがとうご
ざいました」と言いながら頭を下げていました。どこの
中学校か知りたいくらい爽やかな思いをしました。爽や
かさに茶々を入れるつもりはありませんが、以前から気
になっていた言葉があります。それは“どうも”という
言葉です。“どうも”の後に“ありがとう”を付けても
よいのでしょうか。私の中では、“どうも”に続く言葉は、
否定的な消極的なものではないかという気がしていま
した。例えば“どうも調子が悪い”“どうも英語は苦手

だ”“どうも料理は上手く作れない”等々の使い方が正
しいのではないかと思っていました。しかし、最近は、
この“どうも”の使用頻度がすごく多いように感じま
す。中には、電話をかけてきて「どうもどうも〇〇です。」
という方もあります。そこで気になって“どうも”も調
べてみようとスマホを取り出したときに私の娘が言った
言葉を思い出しました。それは「インターネットを使わ
ないで調べることができるか？」という言葉でした。そ
れは、あるとき「粋（いき）と鯔背（いなせ）の違いは？」
と私が聞いた時の返事でした。「粋な深川、鯔背な神田、
意地の悪いは麹町」という言葉から連想したのですが、
今回の話とは関係ないので、脱線しないようにします。
インターネットを使わないで、こういう言葉を調べるな
ら、民俗学の泰斗「柳田国男」先生しかないと勝手に
思い込み著書を漁りました。ありました！“どうも”に
ついて触れています。さすがに柳田先生です。先生に
よれば、“どうも”は本来、どうにもこうにも、であり、“と
ても”という言葉はとてもかくても、であり、それが縮まっ
たものが“どうも”であり、“とても”であるという。

このふたつは、元はひとつの言葉であり、“とても”
も「出来ないことや無理なことの前に」付ける言葉であっ
たようである。“とても難しくて出来ない”“とても高くて
届かない”等々。それがいつの間にか、“とても素敵”と
か“とても美味しい”のように様々に使われるようにな
り、本来の語法とは全く違う使われ方をしているとのこ
とでした。先生の学説を読んではみたものの、「とても」
私には難しく「どうも」理解が出来ませんでした。い
ずれにしても、つくづく言葉というものは難しいものだ
と思います。来年は、少しは国語を勉強してみようかと
思いつつ、今年も暮れていきます。最後に、「この一年
間皆様には“とても”お世話になり、“どうも”ありがと
うございました。」 

折 の々記
　…思うままに ⑨

岸 本 敏 和

十
一
月
十
六
日
に
職
員
二
名
が
御
前

崎
市
消
防
署
に
て
救
命
救
急
講
習
を
受

講
し
ま
し
た
。
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど
を
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
肺
蘇
生
は
発
見
か
ら
処

置
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
生
存
確
率
及

び
社
会
復
帰
、
後
遺
症
の
低
減
に
つ
な

が
り
ま
す
。
有
事
の
際
に
落
ち
着
い
て

処
置
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

定
期
的
に
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
そ
し

て
、
今
回
の
講

習
で
学
ん
だ
こ

と
を
、
事
故
や

災
害
時
に
生
か

せ
る
よ
う
日
々

備
え
て
い
き
た

い
で
す
。

救
命
救
急
講
習受講
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※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
有
り

行
事
記
録
（
10
27

〜
11
26

）

10
30	

御
前
崎
マ
リ
ン
パ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン

11
1	

令
和
四
年
度
西
部
地
域
豚
熱
集
合
施
設
運
営
演
習
・
磐
田

11
4
～
11
5	

御
前
崎
市
商
工
会
建
設
部
会
視
察
研
修
・
島
根

11
4	

令
和
四
年
度
年
末
調
整
説
明
会
・
掛
川

11
5	

御
前
崎
市
地
域
医
療
を
育
む
会
第
一
回
勉
強
会

11
8	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
新
技
術
交
流
イ
ベ
ン
トin Shizuoka 2022

・
静
岡

11
10	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

11
16	

救
命
救
急
講
習

11
24	

御
前
崎
市
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
協
力
事
業
所
連
絡
会

	

掛
川
年
金
事
務
所
社
会
保
険
講
座
・
掛
川

	

ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
・
東
京

11
25	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
地
域
貢
献
活
動

	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

11
26
～
11
27	

御
前
崎
市
第
十
六
回
大
産
業
ま
つ
り

行
事
予
定
（
11
27

〜
12
26

）

11
28	

㈱
増
田
組
安
全
衛
生
大
会

11
29	

掛
川
法
人
会
御
前
崎
支
部
電
子
帳
簿
保
存
法
研
修
会

11
30	

静
岡
県
交
通
基
盤
部
建
設
経
済
局
技
術
調
査
課
・
工
事
検
査
課
と
の
技
術
研
修
会

12
1
～
1
15	

建
設
業
年
末
年
始
労
働
災
害
防
止
強
調
期
間

12
9	

技
士
会
袋
井
地
区
第
六
回
代
議
員
会
・
懇
親
会

	

令
和
四
年
度
道
路
啓
開
に
係
る
意
見
交
換
会
・
袋
井

冬
季
休
暇
の
お
知
ら
せ 

12
／
28
㈬
～
1
／
4
㈬

レ
シ
ピ

お
い
し
〜
い

焼き餃子 み
ん
な
大
好
き
な
パ
リ
パ
リ
＆

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
焼
き
餃
子
。
た
く
さ
ん

作
り
置
き
し
て
冷
凍
保
存
し
て
お
け

ば
、
忙
し
い
時
に
焼
く
だ
け
♪

昨
年
に
引
き
続
き
浜
岡
中
学
校
の
二

年
生
の
生
徒
さ
ん
に
職
業
講
話
を
し
て

き
ま
し
た
。

今
回
も
建
設
業
の
や
り
が
い
を
中
心

に
災
害
時
で
の
建
設
業
の
役
割
な
ど
も

話
を
し
て
、
非
常
に
興
味
深
く
生
徒
さ

ん
た
ち
は
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

毎
回
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
聞
く
と

力
仕
事
で
体
力
が
必
要
と
い
う
よ
う
な

回
答
が
多
く
、
将
来
の
職
業
選
択
に
建

設
業
を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
中
学

生
ぐ
ら
い
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
職
業
講
話
で
少
し
で
も
建
設

業
に
興
味

を
持
っ
て

も
ら
え
た

ら
嬉
し
い

で
す
。

十
一
月
二
日
に
右
記
工
事
施
工
の
無

事
故
祈
願
の
お
祓
い
が
高
松
神
社
の
宮

司
様
に
よ
り
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
年
度

末
へ
向
け
て
忙
し
く

な
り
ま
す
が
、
無
事

故
無
災
害
で
工
事
竣

工
を
迎
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

材
料

◦
キ
ャ
ベ
ツ
…
１
／
２
個　

◦
ニ
ラ
…
１
束

◦
ひ
き
肉
…
２
５
０
ｇ　

◦
に
ん
に
く
（
チ
ュ
ー
ブ
）…
少
々

◦
生
姜
（
チ
ュ
ー
ブ
）…
少
　々

◦
餃
子
の
皮
（
大
判
）…
40
枚

Ａ
◦
醤
油
…
小
２　

◦
酒
…
小
１　

◦
ご
ま
油
…
少
々

　

◦
鶏
が
ら
ス
ー
プ
の
素
…
小
１

作
り
方

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
粗
み
じ
ん
切
り
に
し
て
塩
も
み
し

た
ら
、
水
気
を
絞
る
。

②
ボ
ウ
ル
に
①
の
キ
ャ
ベ
ツ
と
小
口
切
り
に
し
た

ニ
ラ
、
ひ
き
肉
、
Ａ
を
入
れ
、
粘
り
が
出
る
ま

で
よ
く
混
ぜ
る
。

③
②
を
餃
子
の
皮
で
ひ
た
す
ら
包
む
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
熱
し
、
餃
子
を
並
べ

た
ら
中
火
で
焼
く
。
焼
き
色
が
つ
い
た
ら
水
を

加
え
、
フ
タ
を
し
て
蒸
し
焼
き
に
す
る
。
水
気

が
な
く
な
り
、
良
い
焼
き
加
減
に
な
っ
た
ら
完

成
。
ア
ツ
ア
ツ
を
お
好
き
な
タ
レ
で
ど
う
ぞ
！

12月安全努力目標
年度安全標語年度安全標語〈〈ミス防ぐ 合図・応答・再確認ミス防ぐ 合図・応答・再確認

守 る ル ー ル が 身 を 守 る守 る ル ー ル が 身 を 守 る 〉〉
作業安全

・現場内の整理整頓
・感染症予防対策の実施
交通安全

・3秒の車間でゆとりある運転
環境目標

・終業時間を合わせ、一人残業を減らしましょう

令
和
四
年
度

土
地
改
良
施
設
耐
震
対
策

高
松
地
区
耐
震
対
策
一
工
事

安
全
祈
願

浜
岡
中
学
校
職
業
講
話


